
 氏名

 所属

対馬栄輝

弘前大学大学院保健学研究科　総合
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ領域

　今まで長きにわたり学会運営に関わってきました．昨年の学会法人化後１０か月が経過
しましたが，まずは運営方針の決定，組織体制の確立など，まだまだ課題が山積みです．
これらを早期に整えて軌道に乗せ，本来の学会づくりに重きを置く必要があります．これ
まで培ったノウハウを生かし，法人化の恩恵を会員の皆様に還元する必要があると考えま
す．以下の３点を目指しています．
１．会員と一体化した学術活動の活性化，質の向上
　会員の臨床におけるニーズに合わせたテーマを抽出し，理学療法効果に関するエビデン
ス構築を目指し，医学界からの高い評価につなげるために努力致します．
２．運動器理学療法の標準化
　評価，治療に至るまで，一定の質が担保されているとは考えられない現状です．理論的
裏付けを基盤としつつも臨床家からの視点を重視した，理学療法評価，治療法の標準化を
目指します．
３．会員にとって魅力のある学術大会の再考
　多くの専門家の交流によって有意義な情報交換ができる対面型の学術大会は，ＣＯＶＩ
Ｔ－１９の流行によって制限されています．かたやオンライン技術の発展は目覚ましいも
のがあり，オンラインならではの有意義な情報交換があるかもしれません．会員の皆様と
一丸になって解決策を見いだせればと考えます．

・日本理学療法士協会事務局事務部（２００２年～２００６年）
・日本理学療法士協会学術局専門領域研究部（２００２年～２０１２年）
・日本理学療法士学会　学術局　学術誌「理学療法学」編集委員（２００９年～）
・（公社）日本理学療法士協会　運動器専門領域　運営幹事（２０１１年～２０１３年）
・日本運動器理学療法学会　運営幹事（２０１３年～２０２０年）
・日本理学療法士学会　股関節障害ガイドライン作成班　班長（２０１７年～）
・（一社）日本運動器理学療法学会　理事長（２０２１年～）
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